
別紙１　　研修科目（時間）及び項目

	科目番号・科目名
	項目番号・項目名
	

	講義
	（１）福祉サービスを提供する際の基本的な考え方に関する講義
（３時間）
	①サービス提供の基本的視点（３時間）
・ＱＯＬ等、主要な福祉理念

・豊かな人間観

・他者理解と共感

・自立支援と自己決定

	
	（２）障がい者福祉及び高齢者保健福祉に係る制度及びサービス並びに社会保障制度に関する講義
（４時間）
	②障がい者（児）福祉の制度とサービス（１時間）
・障がい者（児）福祉の背景と動向

・障がい者（児）福祉の制度とサービスの種類、内容とその役割

・障がい者（児）福祉に関連する制度、施策

	
	
	③高齢者福祉の制度とサービス（１時間）
・高齢者保健福祉の背景と動向

・介護保険制度の概要とサービスの理解

・その他の高齢者保健福祉の制度とサービスの理解

・医療・年金・生活保護制度・住宅施策等その他高齢者保健福祉に関連する制度、施策
・サービス提供と人権擁護

	
	
	④障害者総合支援法の理解と権利擁護（２時間）
【障がい特化科目】
・障がい者総合支援法の理解

・権利擁護・苦情解決・第三者評価に関する理解

	
	（３）居宅介護に関する講義
（３時間）
	⑤居宅介護サービス概論（１時間）　　

・居宅介護サービスの社会的役割

・居宅介護サービスの制度と業務、内容

・チームケアの理解

・２４時間対応巡回型居宅介護サービスの理解

・在宅介護支援センター等関係各機関との連携

・近隣・ボランティア等との連携

・関連職種の基礎知識

・居宅介護サービス業務においてとるべき基本的態度

・福祉業務従事者としての倫理

・サービス提供における利用者の人権の尊重、プライバシーの保護等

（事例を用いるのが望ましい）

	
	
	⑥居宅介護サービスの基本視点（２時間）

【障がい特化科目】

　・障がい特性に対応できる基本視点の形成

	
	（４）障がい者及び高齢者の疾病、障がい等及び基礎的な介護技術に関する講義（６時間）

※重複障がい者の場合も含めて実施すること。

※障がい当事者を交えて講義を行うことが望ましい。
	⑦サービス利用者の理解（１時間）　　　　　　　　　

・障がい者（児）、高齢者の心身と生活像の理解

・障がい者（児）、高齢者への援助

・障がい者（児）、高齢者の家族の理解と援助

	
	
	⑧身体障がい者の理解と介護事例検討（３時間）

【障がい特化科目】

・身体障がい者の心理の理解

・身体障がい者の介護事例検討

	
	
	⑨知的障がい者（児）の理解（２時間）　

【障がい特化科目】

・知的障がい者（児）の心理の理解

・身体障がい者の介護事例検討

	
	（５）家事援助の方法に関する講義
（４時間）
	⑩家事援助の方法（４時間）

・家事援助の目的、機能と基本原則

・家事援助の方法

・家事援助における自立支援

・障がい者（児）、高齢者と栄養、食生活のあり方

・食品の保存・管理

・ゴミの始末、調理器具、食器等の衛生管理

・障がい者（児）、高齢者への調理技術（味付け、きざみ食等）

・糖尿病、高血圧等に対応する特別食

・障がい者（児）、高齢者と被服

・快適な室内環境と安全管理

	
	（６）医学等の関連する領域の基礎的な知識に関する講義
（５時間）
	⑪医学の基礎知識（３時間）　　　　　
・日常的な疾患の基礎知識と予防・対処方法（バイタルサインの発見方法を含む）

・感染症の理解と予防

・身体の観察

・薬の飲ませ方と保管

・医療関係制度の基礎知識

・介護保険法における特定疾患の概要

	
	
	⑫心理面への援助方法（２時間）　　　
・心理面への援助の必要性と方法

・レクリエーション視点と実際

	
	（７）人権啓発に関する基礎知識
（２時間）
	⑬人権啓発に関する基礎知識（２時間）
・人権啓発に関する基礎知識

（障がい者、同和、高齢者、在日外国人、ＨＩＶ感染症患者等の人権に関して）

	演習
	（８）福祉サービスを提供する際の基本的な態度に関する演習
（４時間）
	⑭共感的理解と基本的態度の形成（４時間）

・ロールプレイ等の方法によるサービス提供場面の演習を通して、サービス利用者に対する共感的理解と基本的態度を形成する。

	
	（９）基礎的な介護技術に関する演習
（１０時間）

※当該科目中に「身体の清潔の方法」を加え実施すること。
	⑮介護技術入門

ⅰ食事の介護（２時間）

・食事の介護

ⅱ排泄・尿失禁の介護（２時間）

・排泄・尿失禁の介護

ⅲ体位・姿勢交換の介護等（２時間）

・体位・姿勢交換の介護

ⅳ車いすへの移乗等及び移動の介護（２時間）

・車いすへの移乗、車いす等での移動の介護

ⅴ緊急時対応法等（２時間）

・緊急時対応

	
	（10）事例の検討等に関する演習
（３時間）
	⑯居宅介護サービスの共通理解（１時間）

・現任の主任ヘルパー等を囲んで、事例検討や実践的内容のグループ討議を行う。

	
	
	⑰障がい者ケアマネジメントの方法と理解（２時間）
【障がい特化科目】

・サービス提供プランの想定

・障がい者（児）ホームヘルパーとしての援助目標とケア計画の作成

・事例報告のまとめ方

	実習
	（11）生活介護を行う事業所等のサービス提供現場の見学
（８時間）
	(A)居宅介護サービス同行訪問

　（４時間×１日）

・居宅介護サービス同行訪問見学による体験実習

	
	
	(B)在宅サービス提供現場見学

　（４時間×１日）

・デイサービスセンター等の在宅サービス提供現場の見学

	計５２時間


※補講の受入れ等を含め、定員の40名を超えて実施できない。

